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厚生労働科学研究費補助金 

（地域医療基盤開発推進研究（「統合医療」に係る医療の質向上・科学的根拠収集研究事業）） 

分担研究年度終了報告書 

研究要旨 

神経内科専門医と連携もしくは、併用して鍼治療を行っている開業鍼灸院の実態を把握

するためアンケート調査をした。鍼灸院に通院中の患者の医療機関の併用は 75/81

（92.5%）であった。その内、主治医の専門科別では整形外科 66/75（88.0％）、心療内

科 41/74（54.7％）、神経内科 35/75（46.7％）の順に多かった。神経内科に通院中の患者

の割合は、5名以下が 51鍼灸院、5～10名は 8院、11名～50名は 8院、50名以上はな

かった。主訴と関係のあった神経内科領域の疾患名は、神経痛、片頭痛、顔面神経麻痺、

頭痛、パーキンソン病の順に多かった。医療機関の治療についての指示内容は、主治医

に無断で服用している OTCや、無断で中止している薬物についての注意をしていた。脳

血管障害やパーキンソン病などが疑われた 16/81（19.8％）の患者が神経内科に紹介され

た。神経内科領域で鍼灸治療の効果があったと考えられた疾患は、緊張型頭痛、片頭痛、

神経痛、顔面神経麻痺、パーキンソン病と続いた。一方、効果がなかったと考えられた

のは難治性疾患全般であった。鍼灸治療と西洋医学の併用効果については 77/81(95.1%)

に有効であった。以上、開業している鍼灸院においても神経内科領域の疾患は取り扱わ

れており、特に一次性頭痛の頻度が高く、効果があると考えられていることが分かった。 

研究協力者  

伊藤康男 

埼玉医科大学神経内科 講師 

A. 研究目的 

 開業鍼灸師に対するアンケート調査をす

ることにより、神経内科専門医と連携して

いるもしくは、神経内科と併用して鍼治療

を行っている開業鍼灸院の実態を把握する

ことが目的である。 

 

Ｂ．研究方法 

（公社）埼玉県鍼灸師会で行われている保

険講習会（医師に同意書を書いてもらい、

医療保険による鍼灸治療のレセプトの講習

会）を受講し、医療機関と連携している鍼

灸院を対象に、1.鍼灸院に通院中の患者さ

んの医療機関の併用の有無と人数、2.医療

機関の併用患者さん主治医の専門科、3.神

経内科に通院中の患者さんの割合、4. 主訴

との関係のあった神経内科領域の疾患名や

症状名、5．医療機関の治療について中止や

注意や指示をした内容、6．神経内科に患者

さんを紹介の有無、7. 神経内科領域の患者

さんで鍼灸治療の効果があったと考えられ

る疾患や症状、8．神経内科領域の患者さん

で鍼灸治療の効果がなかったと考えられる

疾患や症状、9．鍼灸治療と西洋医学の併用

する効果についてのアンケート調査を行っ

た。 

・アンケート対象者の内訳 

鍼灸の作用機序に関する科学的根拠の確立と神経内科専門医と連携した 
鍼灸活用ガイドラインの作成に関する研究 

 
研究分担者 荒木 信夫 埼玉医科大学 神経内科 教授 
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Ｃ．研究結果 

1. 鍼灸院に通院中の患者さんの医療機関

の併用の有無と人数について 

・医療機関の併用は 75/81（92.5%）であっ

た。 

 

2. 医療機関の併用患者さん主治医の専門

科について 

・整形外科 66/75（88.0％）、心療内科 41/74

（54.7％）、神経内科 35/75（46.7％）の順

に多かった。 

3. 神経内科に通院中の患者さんの割合に

ついて 

・神経内科通院中の患者さんは、5 名以下

は 51 鍼灸院。5～10 名は 8 鍼灸院、11 名

～50名は 8鍼灸院、50名以上はなかった。 

4．主訴との関係のあった神経内科領域の疾

患名や症状名について 

・神経痛、片頭痛、顔面神経麻痺、頭痛、

パーキンソン病の順に多かった。 

5. 医療機関の治療について中止や注意や

指示をした内容について 

・主治医に無断で服用している OTCや、無

断で中止している薬物について注意をして

いた。 

 

6．神経内科に患者さんを紹介の有無につい

て 

・16/81（19.8％）が神経内科に紹介。脳血

管障害やパーキンソン病などが疑われる症

状についての紹介などがあった。 

対象となった鍼灸師の経験年数（Ｎ＝８１）  

この半年間で医療機関を受診中の患
者さんはいらっしゃいますか？  それは何名程度でしたか？  

鍼灸治療を受けていた方の主治医の専門科は何科でしたか？  

神経内科に通院中の患者さんは何人ぐらいいらっしゃいますか？  

鍼灸治療 主訴と 関係 あった神経内科領域 疾
患名や症状名 ありましたか？ 

 

メニエール　ALS　パニック　脊髄小脳変性症　筋力低下
　ムズムズ足症候群　認知症　欝病　帯状疱疹　2例  

薬物乱用性頭痛　萎縮性胃炎　過敏性腸症候群　COPD　ジ
ストニア　手根管症候群　指 こわ り　倦怠感　1例  

医療機関の治療について中止や注意を指
示されましたか？  

内容 
❖薬物を主治医に無断で中止している患者さんへ、服用し
ていないことを主治医に伝えることを提案した 3例 
 
❖頭痛患者さんで、主治医に無断で処方薬に追加して市
販薬を服用していることを注意し主治医に相談するよう 提
案3例 
 
❖鍼灸と医療機関で同時に同一部位の保険治療はできな
い旨を伝え、鍼灸に関しては自由診療で行うこととした 1例 
 
❖セカンドオピニオン等。主治医への不信感があったため
進めた 1例  
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7. 神経内科領域の患者さんで鍼灸治療の

効果があったと考えられる疾患や症状につ

いて 

・緊張型頭痛、片頭痛、神経痛、顔面神経

麻痺、パーキンソン病と続いた。 

 

8. 神経内科領域の患者さんで鍼灸治療の

効果がなかったと考えられる疾患や症状に

ついて 

・難治性疾患全般。病気は治らないが症状

緩和や進行は遅らせることは可能かもしれ

ないが、改善は難しいとのコメントあり。 

9. 鍼灸治療と西洋医学の併用する効果に

ついて 

・77/81(95.1%)に効果ありであった。 

 

Ｄ．考察 

 開業している鍼灸院においても神経内科

領域の疾患は取り扱われており、特に一次

性頭痛の頻度が高く、効果があると考えら

れていることが分かった。さらに現在、神

経内科専門医に同様に鍼灸治療併用のアン

ケート調査を実施しており、今後の連携の

あり方について検討する予定である。 

 

Ｅ．結論 

 開業している鍼灸院において神経内科領

域の疾患は多く取り扱われており、特に一

次性頭痛の頻度が高く、効果があると考え

られていることが分かった。 

 

Ｆ. 健康危険情報 

 本研究において健康に危険を及ぼすよう

な情報はない。 

 

Ｇ．研究発表 

1．論文 
書籍： 

伊藤康男、荒木信夫. 神経疾患最新の治療 

2015-2017. 南江堂：450-456、2015. 

 

雑誌： 
山口 智、菊池 友和、荒木 信夫. 【慢性疼

痛】 慢性疼痛に対する鍼治療. 神経内科 

80 (4): 451-460、2014. 

 

荒木信夫. 頭痛診療の最近の動き 慢性頭

痛の診療ガイドライン2013. Clinical Neuro

神経内科に患者さんを紹介したことがある  

❖振戦　小刻み歩行など　パーキンソン病の疑
われたため　8例 
 
❖片頭痛と考えられるが緊張型と言われＮＳＡＩＤ
Ｓしか処方されていない　6例 
 
❖頭痛で市販薬を毎日服用している患者　5例 
 
❖麻痺や知覚異常、今までに経験したことのない
頭痛がある脳血管障害を疑われた患者　3例 

神経内科領域の患者さんで鍼灸治療の効果が
あったと考えられる疾患や症状を教えてください  

帯状疱疹　 ALS　 浮腫　 食欲なし　 筋力低下　 多系統萎縮症　
脊髄小脳変性症　 過敏性腸症候群　 不安神経障害　 胸郭出口
症候群　頚腕症候群　筋固縮　眼瞼下垂　便秘　1例  

鍼灸治療と西洋医学の併用する効果は
いかがでしょうか？  



25 
 

science 32（5）:490-492、2014. 

 

荒木信夫. 痛診療における漢方薬の選択 

慢性頭痛の診療ガイドライン2013. 漢方医

学 38（4）: 228-232、2014. 

 

荒木信夫. 頭痛診療Update -新しい慢性頭

痛の診療ガイドラインおよび国際頭痛分類

第3版β版の活用-.最新医学 69（6）： 

1091-1100、2014. 

 

伊藤康男、荒木信夫. 特集/外来で汎用され

る薬剤の上手な使い方 片頭痛治療薬. 臨

牀と研究 91（3）：365-370、2014. 

 

伊藤康男、荒木信夫．慢性頭痛の診療ガイ
ドライン2013を踏まえた片頭痛の治療． 

日本病院薬剤師会雑誌 51（2）：172-176、
2015. 

 
2.学会発表 
荒木 信夫. 神経内科領域の鍼灸治療 神経

内科領域における鍼灸治療の必要性. 第67

回日本自律神経学会総会プログラム・抄録

集 50：2014. 

 

Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

 該当なし 

 

2．実用新案登録 

該当なし 

 

3. その他 

 該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                      
 

 


